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（  ）内は先月比
男………448人(＋4）
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　平
成
26
年
度

か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
取
組
は
、

自
分
の
『
体
力

年
齢
』
を
測
定

す
る
こ
と
で
、

現
状
確
認
で
き

る
こ
と
や
目
標

を
数
値
で
確
認

す
る
こ
と
が
で

き

る

た

め

、

「
や
り
が
い
が

あ
る
」
と
人
気

で
す
。

（
関
連
記
事

　７
面
）



　村
の
移
住
定
住
Ｐ
Ｒ
の
Ｃ
Ｍ
が

「
第
10
回
全
広
連
鈴
木
三
郎
助
地

域
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
大
賞
」
の
受

賞
に
続
き
、
「
岡
山
広
告
賞
」
の

金
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　こ
の
賞
は
岡
山
県
内
の
広
告
主
、

新
聞
、
放
送
等
の
関
係
団
体
で
構

成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
岡
山
広
告

協
会
が
、
県
内
の
優
れ
た
広
告
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　６
月
22
日
（
水
）
に
岡
山
市
内

で
開
か
れ
た
岡
山
広
告
協
会
の
平

成
28
年
度
総
会
の
後
に
広
告
賞
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
村
長
が
記
念

品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　受
賞
し
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
及
び
村

民
の
皆
様
に
出
演
し
て
頂
き
ま
し

た
Ｐ
Ｒ
動
画
は
新
庄
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。

　こ
の
受
賞
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

移
住
者
・
定
住
者
の
増
加
に
向
け

て
更
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　千
葉
）

投
票
結
果

　
　当
日
有
権
者
数

　８
２
３
人

　
　
　男
・
３
８
９
人

　
　
　女
・
４
３
４
人

　
　投
票
者
数    

　６
０
３
人

　
　
　男
・
２
８
１
人

　
　
　女
・
３
２
２
人

　投
票
率

　
　７
３
．
３
％

開
票
結
果

　参
議
院
岡
山
選
挙
区
選
出
議
員

　選
挙
（
届
出
順
、
敬
称
略
）

　
　小
野
田
き
み

　
　３
５
１
票

　
　た
な
べ
雄
治

　
　
　
　14
票

　
　黒
石
健
太
郎

　
　２
２
１
票

　
　無
効

　
　
　
　
　
　
　17
票

参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

得
票
総
数
（
届
出
順
）

　
　社
会
民
主
党

　
　
　
　５
票

　
　国
民
怒
り
の
声

　
　
　２
票

　
　お
お
さ
か
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　５
６
．
８
２
３
票

　
　公
明
党

　
　
　
　
　
　63
票

　
　日
本
共
産
党

　
　
　
　49
票

　
　幸
福
実
現
党

　
　
　
　３
票
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す
じ
取
っ
て
さ
や
え
ん
ど
う
の
お
す
そ
わ
け

金

盛

啓

子

　平
成
28
年
７
月
１
日
、
教
育
委

員
に
方
川
進
氏
と
千
葉
恭
子
氏
が

新
庄
村
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　任
期
は
、
方
川
氏
が
平
成
31
年

９
月
30
日
迄
、
千
葉
氏
が
平
成
32

年
６
月
30
日
迄
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
教
育
委
員
会
）

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

新
庄
村
の
Ｃ
Ｍ
が

　
  

岡
山
広
告
賞
も
受
賞

　こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
あ
や

ま
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　７
月
は
強
調
月
間
で
あ
り
、
７

月
１
日
に
は
真
庭
地
区
保
護
司
会

の
方
が
新
庄
村
役
場
を
訪
問
さ
れ
、

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
真
庭
地
区
保
護
司
会
会
長
で

あ
る
、
和
田
捷
海
さ
ん
よ
り
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　本
運
動
の
社
会
的
意
義
を
御
理

解
い
た
だ
き
、
犯
罪
の
な
い
幸
福

な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
決
意

の
し
る
し
で
あ
る
「
幸
福
（
し
あ

わ
せ
）
の
黄
色
い
羽
根
」
の
も
と
、

様
々
な
分
野
か
ら
本
運
動
に
、
多

く
の
方
々
に
御
参
加
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　三
船
）

第
66
回
社
会
を

　
　明
る
く
す
る
運
動

７
月
10
日
執
行

　参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　自
由
民
主
党

　
　
　
　
　２
６
８
．
１
７
６
票

　
　新
党
改
革

　
　
　
　
　３
票

　
　日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
す

　
　る
党

　
　
　
　
　
　
　５
票

　
　生
活
の
党
と
山
本
太
郎
と
な

　
　か
ま
た
ち

　
　
　
　
　６
票

　
　民
進
党

　
　
　
　１
０
６
票

　
　支
持
政
党
な
し

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　４
票

　
　い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　１
票

　
　無
効

　
　
　
　
　
　
　31
票

　（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）
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早
苗
饗
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
村
総
出

湯

浅

芳

郎

平成2 7年度　主要事業

農地耕作条件改善工事（梨瀬地区）
事業量　Ｌ＝365.8ｍ

事業費　10,433千円

森林環境保全直接支援事業

事業費　33,665千円

造林A=1.0ha　搬出間伐A=20.89ha　ほか

林道田井二ツ橋線舗装工事

事業量W=4.0m L=1,060m

事業費 23,000千円

まち・ひと・しごと創生事業
事業量　旧谷口邸改修（コワーキングスペース工事）

事業費　28,241千円

村道田浪線改良工事　第１、３～４工区
（滝の尻)（繰越含む）
事業量　Ｌ＝112.4ｍ　Ｗ＝5.0(7.0)ｍ
事業費　37,303千円

村道田浪線改良工事　第２工区
（堂ヶ原地内）
事業量　Ｌ＝99.6ｍ　Ｗ＝5.5(7.0)ｍ
事業費　19,553千円
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雑
草
の
豊
作
は
ば
む
植
田
か
な

宇

田

弘

道

地方創生コーナー地方創生コーナー
　平成28年７月８日（金）、介護職員初

任者研修を開講しました。

　この研修は以前の２級ヘルパー研修に

相当するもので、「新庄村まち・ひと・

しごと創生総合戦略」において目標に掲

げている、高齢者対策と多様化する介護

の現場やニーズに対応した人材を育成す

ると同時に、若者やＩターン、Ｕターン

人材の仕事を創出するため、通常10万円

程度必要な受講料は村が負担しており、

受講者の方には、テキスト代のみ負担していただいています。

　今年度の受講は締め切りましたが、来年度も研修を実施予定ですので、介護の知識、技能を身

につけたい方、資格を取得したい方、介護の現場で働いてみたい方は、この機会に是非受講して

いただければと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務企画課　岡崎）

新庄中学校非構造物安全対策工事

事業量：音楽ホール吊り天井対策等一式

事業費：7,949千円

事業費　23,652千円

事業量　除雪ドーザー　1台

雪寒機械整備事業

事業費　23,652千円

事業量　除雪ドーザー　1台

へき地児童生徒用スクールバス整備事業

事業量：スクールバス１台(１４人乗り)

事業費：3,812千円

林道田井二ツ橋線法面改良工事

事業費　8,200千円

事業量　3箇所　L=62.0m
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　第
21
回
花
き
生
産
組
合
の
総
会

が
６
月
10
日
（
金
）
、
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
新
庄
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　前
年
度
の
事
業
報
告
に
続
き
、

収
支
決
算
及
び
監
査
報
告
、
28
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　役
員
の
改
選
で
は
、
会
長
に
坂

本
賢
治
さ
ん
が
再
任
さ
れ
、
副
会

長
に
前
田
美
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

　新
庄
村
の
リ
ン
ド
ウ
生
産
も
開

始
か
ら
20
年
が
過
ぎ
、
岡
山
県
を

代
表
す
る
産
地
と
し
て
認
知
を
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
、
栽
培
面
積
の
拡
大
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
田
の
転
作

作
物
と
し
て
の
取
り
組
み
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　山
田
）

第
21
回
花
き

　
　

  

生
産
組
合
総
会

第
21
回
花
き

　
　

  

生
産
組
合
総
会

　去
る
、
６
月
15
日
（
水
）
、
新

庄
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
初
の

試
み
と
し
て
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
投
影
会
を
新
庄
小
・
中
学
生

を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

　小
学
生
と
中
学
生
に
分
か
れ
て

｢

知
り
た
い
宇
宙
が
こ
こ
に
あ
る｣

と
い
う
内
容
で
各
々
50
分
間
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
ま
し
た
。｢

本

で
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

本
物
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
る

の
は
初
め
て
で
感
動
し
ま
し
た
。｣

、

「
惑
星
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
」
、
「
星
が
ズ
ー
ム
し
て

大
き
く
な
り
、
迫
力
が
あ
り
ま
し

た
。
」
な
ど
小
・
中
学
生
か
ら
感

想
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　来
年
度
は
、
保
育
園
児
や
村
民

を
対
象
に
計
画
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　坂
本
）

移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
　
　

  

投
影
会
の
開
催

移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
　
　

  

投
影
会
の
開
催

　６
月
30
日
（
木
）
に
新
庄
村
公

民
館
で
、
今
年
度
第
１
回
目
の
動

物
駆
逐
手
帳
保
安
講
習
会
を
開
催

し
、
更
新
者
59
名
、
新
規
者
１
名

が
受
講
し
、
サ
ル
追
い
花
火
の
安

全
な
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
講
習

動
物
駆
逐
手
帳

　
　
　

  

保
安
講
習
会

動
物
駆
逐
手
帳

　
　
　

  

保
安
講
習
会

を
受
け
ま
し
た
。

　次
回
の
講
習
会
は
11
月
16
日

（
水
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

回
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方
は
必
ず

講
習
を
受
け
て
下
さ
い
。

　ま
た
、村
で
は
、新
庄
村
猟
友
会

に
よ
る
駆
除
活
動
、
防
護
柵
（
電

気
牧
柵
、
ネ
ッ
ト
、
ト
タ
ン
、
爆

音
器
な
ど
）
設
置
に
つ
い
て
半
額

補
助
、
サ
ル
追
い
花
火
の
無
償
配

布
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
鳥
獣

対
策
と
し
て
ご
活
用
下
さ
い
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　酒
井
）

　新
庄
Ｐ
Ｊ
Ｔ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ス
パ
ー
協
議
会
」
で
は
、
６
月

17
日
（
金
）
中
央
公
民
館
に
て
群

馬
県
神
流
（
か
ん
な
）
町
の
観
光

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
細
谷
啓
三

氏
を
講
師
に
迎
え
神
流
町
の
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　神
流
町
は
人
口
２
０
０
０
人
、

高
齢
化
率
56
％
、
山
に
囲
ま
れ
た

小
さ
な
町
で
す
。
平
成
21
年
に
第

１
回
目
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
少
な
い
協
力

者
を
集
め
た
も
の
の
合
併
後
ま
も

な
い
地
域
で
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
知
ら
な
い
町
民
は
ぶ
つ
か

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　講
話
会

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　講
話
会

り
あ
い
な
が
ら
取
り
組
み
し
て
き

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
大
会
を
終

え
た
時
に
は
、
こ
の
町
で
も
た
く

さ
ん
の
人
に
感
動
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
山
に
詳
し
い
年
配
の
方

々
が
自
分
た
ち
で
な
け
れ
ば
出
来

な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
さ

ら
に
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
町
の
活
性
化
の
た
め
の

大
会
と
い
う
こ
と
が
ラ
ン
ナ
ー
に

も
伝
わ
っ
た
事
で
、
今
で
は
国
内

で
最
も
人
気
の
あ
る
大
会
に
な
り

ま
し
た
。
都
会
の
様
な
華
々
し
い

大
会
で
は
な
く
、
中
山
間
の
自
然

豊
か
な
地
域
で
し
か
出
来
な
い
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
。
「
地
域
の
人

で
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
」
と
講
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　協

議
会
で
も
10
月
に
控
え
た
大

会
に
向
け
て
全
力
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
村
民
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　（
産
業
建
設
課

　竹
本
）

　６
月
12
日
、
薄
曇
り
の
中
、
今

年
も
恒
例
の
自
然
観
察
研
修
会
を

参
加
者
23
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　予
定
の
倉
敷
昆
虫
館
に
向
け
て

平
成
28
年
度

　
　
　
　自
然
観
察
会

平
成
28
年
度

　
　
　
　自
然
観
察
会

出
発
。
現
地
に
到
着
し
、
病
院
の

一
階
に
あ
る
事
に
驚
き
唖
然
。
約

１
万
５
千
点
の
昆
虫
資
料
に
再
度

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
蝶
、
蛾
、
ト

ン
ボ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
、

カ
メ
ム
シ
、
蜂
等
の
標
本
が
ズ
ラ

リ
と
並
び
、
新
庄
村
で
捕
獲
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
、
小
さ
な
も
の
は

ル
ー
ペ
で
見
る
も
の
も
あ
り
、
時

間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　午
後
か
ら
雨
が
徐
々
に
激
し
く

な
り
、
傘
を
さ
し
て
重
井
薬
用
植

物
園
の
観
察
会
を
し
ま
し
た
。

　片
岡
園
長
の
説
明
を
聴
き
な
が

ら
、
湿
原
の
草
花
や
森
の
木
な
ど

を
観
察
し
て
県
南
と
県
北
の
違
い

等
を
学
び
、
有
意
義
な
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　な
お
、
何
処
で
も
自
然
環
境
の

大
切
さ
と
次
世
代
に
残
す
為
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
人
が
居
る
事
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

　
　（
自
然
保
護
連
絡
協
議
会
）

第413号

山
小
舎
の
隅
に
ラ
ン
プ
や
梅
雨
に
入
る

大

月

幸

子
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里
山
を
ひ
の
き
舞
台
に
ホ
ト
ト
ギ
ス

田

中

寛

一

　平
成
28
年
６
月
25
日
、
島
根
県

浜
田
市
石
央
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
鍛
冶
屋
地
区
の
山
中
廣
泰
さ
ん

が
平
成
28
年
度
中
国
地
区
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た

り
村
内
外
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
振

興
及
び
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
顕
著

な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
を
表
彰
す
る
制
度
で
あ
り

ま
す
。

　山
中
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
新
庄

少
年
Ｆ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
部
創
設
、
平

成
３
年
新
庄
村
体
育
指
導
委
員
、

平
成
10
年
に
は
岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
協
議
会
美
作
支
部
評
議
員
に

就
任
さ
れ
、
新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
長
を
25
年
間
歴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
熱
心
に
行
い
、

村
民
の
体
力
健
康
づ
く
り
で
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
合

同
運
動
会
、
新
春
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会
な
ど
の
運
営
に
は
積
極
的
に
係

わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
真
庭
地
域

内
に
お
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

や
サ
ッ
カ
ー
の
審
判
員
と
し
て
、

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
に
お
い
て
も

技
術
的
な
指
導
や
助
言
な
ど
積
極

的
に
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と

中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

  

功
労
者
表
彰

中
国
地
区
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

  

功
労
者
表
彰

振
興
に
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　な
お
、
今
後
と
も
県
内
や
村
内

の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
益
々
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　坂
本
）

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
講
師
を

務
め
る
沢
塾
は
、
小
学
生
を
対
象

に
学
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
算

数
と
漢
字
の
プ
リ
ン
ト
学
習
を
行

う
放
課
後
学
習
塾
で
す
。

　昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
沢
塾
も
、

早
い
も
の
で
こ
の
６
月
を
以
て
丸

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
手
探
り
状

態
の
初
年
度
は
、
全
学
年
か
ら
22

名
の
児
童
が
参
加
し
、
用
意
し
た

プ
リ
ン
ト
が
不
足
す
る
ほ
ど
、
み

ん
な
頭
の
回
転
が
速
い
事
に
し
ば

し
ば
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
も
少
し
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
に
な
っ
た
17
名
の
児
童
が
学

沢

　塾

沢

　塾

　水
生
生
物
調
査
の
一
つ
と
し
て

今
年
度
は
ホ
タ
ル
の
分
布
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
16
日(

木)

に
行
い
ま
し
た
調
査
説
明
会
に
は
、

約
10
名
の
方
が
集
ま
り
、
生
息
環

境
や
特
徴
な
ど
調
査
隊
か
ら
の
説

明
を
熱
心
に
聞
き
ま
し
た
。

　こ
の
調
査
は
、
７
月
末
ま
で
行

い
ま
す
。
調
査
用
紙
と
回
収
箱
を

役
場
と
公
民
館
に
お
い
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
も
、

ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　（
総
務
企
画
課

　辻
）

ホ
タ
ル
分
布
調
査
を

　
　
　

  

し
て
い
ま
す

ホ
タ
ル
分
布
調
査
を

　
　
　

  

し
て
い
ま
す

校
終
わ
り
に
元
気
よ
く
公
民
館
を

訪
れ
、
17
時
30
分
の
お
迎
え
ま
で

時
に
は
談
笑
し
な
が
ら
プ
リ
ン
ト

に
鉛
筆
を
走
ら
せ
る
日
々
で
す
。

　今
年
度
よ
り
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
へ
登
録
し
て
い
る
児
童
も
該

当
曜
日
に
参
加
す
る
事
と
な
り
ま

し
た
。
開
講
日
は
月
曜
１
・
２
年
、

火
曜
３
・
４
年
、
木
曜
５
・
６
年

で
、
１
年
の
受
け
入
れ
は
２
学
期

か
ら
の
予
定
で
す
。
今
後
も
子
ど

も
達
と
一
緒
に
楽
し
く
勉
学
に
励

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　信
江
）

　７
月
５
日
（
火
）
、
岡
山
県
立

図
書
館
で
平
成
28
年
度
ニ
ッ
セ
イ

財
団
「
児
童
・
少
年
健
全
育
成
助

成
」
及
び
「
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活

動
顕
彰
」
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、

出
雲
街
道
新
庄
宿
町
つ
く
り
の
会

が
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
顕
彰
は
、
脇
本
陣
木
代
邸

の
管
理
、
小
川
の
一
斉
清
掃
、
が

い
せ
ん
桜
の
維
持
保
全
な
ど
積
極

的
な
取
り
組
み
や
永
年
に
わ
た
る

「
出
雲
街
道
新
庄
宿

　
　
　
　
　町
つ
く
り
の
会
」

ニ
ッ
セ
イ
財
団

　生
き
生
き
シ
ニ
ア

　
　
　
　
　活
動
顕
彰

「
出
雲
街
道
新
庄
宿

　
　
　
　
　町
つ
く
り
の
会
」

ニ
ッ
セ
イ
財
団

　生
き
生
き
シ
ニ
ア

　
　
　
　
　活
動
顕
彰

活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　な
お
、
こ
れ
か
ら
も
出
雲
街
道

新
庄
宿
町
つ
く
り
の
会
の
活
動
を

益
々
推
進
し
て
い
た
だ
き
、
ご
活

躍
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
教
育
委
員
会

　坂
本)
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鳥
の
声
み
な
早
起
き
に
夏
の
朝

小

倉

泰

子

　先
日
行
わ
れ
ま
し
た
「
健
康
ま

つ
り
」
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　み
そ
汁
（
汁
物
）
塩
分
測
定
に

つ
き
ま
し
て
は
、
２
１
５
戸
の
家

庭
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　そ

の
結
果
を
報
告
致
し
ま
す
。

お
元
気
で
す
か
？

　去
年
と
比
べ
て
提
出
の
合
計
数

が
微
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

「
少
し
か
ら
い
」
以
上
の
家
庭
は
、

今
年
も
と
て
も
少
な
く
、
「
ふ
つ

う
」
以
下
だ
っ
た
方
が
94
％
と
、

と
て
も
良
い
結
果
で
し
た
。

　「
少
し
か
ら
い
」
以
上
だ
っ
た

方
は
今
よ
り
少
し
薄
め
を
心
が
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ふ
つ
う
」
以
下
だ
っ
た
方
は
、

現
状
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　健
康
ク
イ
ズ
に
つ
い
て

　第
１
問
目
の
「
近
年
」
と
い
う

表
現
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、

採
点
の
対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

２
〜
５
問
目
が
正
解
だ
っ
た
方
を

正
解
者
と
致
し
ま
す
。

【
解
答
】

２
．
果
物
は
身
体
に
良
い
の
で
い

く
ら
食
べ
て
も
問
題
は
な
い
。

×

　果
物
は
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ
ウ

　
　ム
が
豊
富
で
、
重
要
な
食
べ

　
　物
で
す
が
、
糖
質
も
多
く
含

　
　ま
れ
て
い
る
た
め
、
食
べ
過

　
　ぎ
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
適

　
　量
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３
．
薄
口
し
ょ
う
ゆ
と
濃
口
し
ょ

う
ゆ
を
比
べ
て
、
塩
分
が
濃
い
の

は
濃
口
し
ょ
う
ゆ
で
あ
る
。

×

　塩
分
が
濃
い
の
は
「
薄
口
し

　
　ょ
う
ゆ
」
で
す
。
濃
口
し
ょ

　
　う
ゆ
は
約
16
％
の
塩
分
濃
度

　
　で
す
。
薄
口
し
ょ
う
ゆ
は
２

　
　％
程
高
く
18
〜
19
％
で
す
。

　
　薄
口
し
ょ
う
ゆ
が
薄
い
の
は
、

　
　塩
を
多
く
使
い
発
酵
を
抑
え
、

　
　尚
且
つ
熟
成
期
間
を
短
く
し

　
　て
い
る
た
め
で
す
。

４
．
五
味
と
は
、
甘
味
、
苦
味
、

塩
味
、
酸
味
、
辛
味
で
あ
る
。

×

　五
味
は
、
甘
味
、
苦
味
、
塩

　
　味
、
酸
味
、
「
う
ま
味
」
で

　
　す
。
辛
味
は
、
味
を
感
じ
て

　
　い
る
の
で
は
な
く
、
辛
い
！

　
　と
い
う
痛
み
を
感
じ
て
い
ま

　
　す
。
だ
し
な
ど
の
う
ま
味
と

　
　い
う
日
本
な
ら
で
は
の
五
味

　
　と
い
う
感
覚
を
大
切
に
し
て

　
　く
だ
さ
い
。

５
．
高
塩
分
食
品
は
胃
ガ
ン
の
原

因
に
な
る
。

○

　胃
の
中
で
食
塩
の
濃
度
が
高

　
　ま
る
と
粘
膜
が
ダ
メ
ー
ジ
を

　
　受
け
、
胃
炎
が
発
生
し
、
発

　
　が
ん
物
質
の
影
響
を
受
け
や

　
　す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

　
　す
。

　正
解
者
は
19
名
で
し
た
。
１
問

目
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
死
因

は
、
平
成
21
年
ま
で
は
１
位
悪
性

新
生
物
（
が
ん
）
、
２
位
心
疾
患
、

H23年度

H24年度

H25年度

H26年度

H27年度

H28年度

0

7

9

3

0

0

0

9

24

2

2

0

14

13

36

15

12

12

60

44

72

66

33

44

71

61

51

79

69

81

74

73

44

63

104

78

219

207

236

228

220

215

非常にからい
(1.6％以上)

からい
(1.4％～
　  1.6％未満)

少しからい
(1.2％～
　  1.4％未満)

ふつう
(1.0％～
　  1.2％未満)

うすい
(0.8％～
　  1.0％未満)

なおうすい
(0.8％未満)

合計

　平
成
26
年
10
月
に
歩
数
計
を
使

っ
た
ス
マ
ト
レ
教
室
が
始
ま
り
、

７
月
か
ら
第
８
期
ス
マ
ト
レ
教
室

が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
週
、
ス
タ

ッ
フ
が
手
作
り
で
「
ス
マ
ト
レ
新

聞
」
を
作
成
し
、
健
康
に
関
す
る

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
対
象
者

　40
歳
以
上
の
方

○
参
加
費

　１
ヶ
月
１
０
０
０
円
（
税
込
）

　３
ヶ
月
単
位
で
更
新
可
能

最
初
に
専
用
歩
数
計
（
５
，
５
２

５
円
を
購
入
い
た
だ
き
ま
す
）

○
お
申
し
込
み

　随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
の
他
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
住
民
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ

　
　５
６―

２
６
４
６

村
内
電
話

　３―

２
６
１
２

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　竹
本
）

ス
マ
ト
レ
教
室
の

　
　
　
　
　お
知
ら
せ

３
位
脳
血
管
疾
患
、
４
位
肺
炎
で

し
た
。
し
か
し
、
医
療
の
進
歩
に

よ
り
、
脳
血
管
疾
患
で
の
死
亡
率

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
肺
炎
の
死
亡
率
が
脳
血
管
疾

患
の
死
亡
率
を
上
ま
り
、
死
因
第

３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
健
康
に
関
心
を
持

ち
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　大
塚
）
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薫
風
に
背
中
お
さ
れ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

髙

島

秀

子

出
生
届

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
平
成
28
年
６
月
６
日

　金
澤

　竣
熙
（
宏
・
春
美
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　８
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日

　時
　８
月
25
日(

木)

10
時
〜
15
時
半

場

　所
　真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　℡
０
８
６
８-

３
１-

２
３
６
５  

　年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

年  

金  

相  

談

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
住
民
福
祉
課
）

《
戸
籍
の
動
き
》

平
成
28
年
６
月
受
付
分

お

ら
知

せ

し
ゅ
ん
き

区 分
村 　 内

5月期

件 数

死 者

重 傷

軽 傷

1

0

0

1

2件

0人

0人

2人

5

0

2

10

42件

4人

6人

　美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の
里
づ
く
り

の
日
・
一
斉
清
掃
活
動
（
ク
リ
ー

ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　村
民
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
日

　時

　８
月
７
日
（
日
）

　午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

◆
場

　所

　村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

◆
内

　容

　

　空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙

　く
ず
等
可
燃
物
の
収
集

◆
収
集
場
所

　ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　北
側
駐
車
場

※
小
雨
決
行

※
中
止
の
場
合
は
告
知
放
送
で
お

　知
ら
せ
し
ま
す
。

※

空
き
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

　ル
は
洗
っ
て
下
さ
い
。

※

ゴ
ミ
は
分
別
し
て
下
さ
い

※

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
下

　さ
い
。

※

今
回
も
収
集
用
の
ご
み
袋
は
配

　付
し
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
る
紙

　袋
等
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

　
　
　（
住
民
福
祉
課

　高
岡
）

『
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
の

　
　
　
　
　お
知
ら
せ

お
か
や
ま
で
和
牛
を

飼
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
夢
を
応
援
し
ま
す
！

平
成
28
年
度
和
牛
入
門
講
座
受
講
生
募
集
！

【
日
時
・
場
所
】

　８
月
14
日
（
日
）

　花
火
大
会

　
　午
後
７
時
55
分
〜
８
時
15
分

　
　新
庄
川
河
川
公
園

　盆
踊
り
大
会

　

　
　午
後
８
時
15
分
〜
９
時
30
分

　
　が
い
せ
ん
桜
通
り

【
通
行
止
め
】

　
　午
後
７
時
〜
10
時

　
　塚
原
さ
ん
宅
前
〜

　
　
　佐
々
木
商
店
さ
ん
前
ま
で

【
当
日
雨
天
の
場
合
】

　花
火
大
会
は
８
月
15
日
（
月
）

　に
順
延
し
ま
す

　盆
踊
り
大
会
は
中
止
し
ま
す

　

【
盆
踊
り
練
習
日
】

　８
月
９
日（
火
）〜
12
日
（
金
）

　新
庄
村
公
民
館
前
庭

　
　
　（
教
育
委
員
会

　坂
本
）

メ
ル
ヘ
ン
の
里
花
火
大
会
・

　
　
　
　盆
踊
り
大
会

59人

本年の累計 5月期 本年の累計

真庭市内

事

故

5月期の交通事故・違反者発生状況

（総務企画課　法花）

　固

定

資

産

税
（
２
期
）

　国

　
　保

　
　税
（
２
期
）

　介

護

保

険

料
（
２
期
）

　後
期
高
齢
者
保
険
料
（
１
期
）

　
　納
期
限

　８
月
１
日
（
月
）

７
月
の
納
税

１
．
目
的
・
内
容

　和
牛
繁
殖
経
営
を
始
め
る
に
当

た
っ
て
の
知
識
や
技
術
を
習
得
で

き
る
よ
う
、
基
礎
講
義
や
牧
場
体

験
実
習
、
市
場
視
察
等
を
実
施
し

ま
す
。

２
．
募
集
対
象

　和
牛
飼
育
に
興
味
が
あ
り
、
将

来
岡
山
県
で
就
農
・
新
規
参
入
を

希
望
し
て
い
る
方
。
10
名
程
度
。

３
．
開
講
日
時

　全
４
回
コ
ー
ス(

参
加
費
無
料)

　第
１
回
目

　
　平
成
28
年
８
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　午
前
10
時
〜

　岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

　ー
畜
産
研
究
所
（
久
米
郡
美
咲

　町
）

４
．
申
込
書
請
求
・
申
込
等
問
い

合
わ
せ
先

（
一
社
）
岡
山
県
畜
産
協
会

　
　
　経
営
支
援
部
経
営
対
策
班

電
話
０
８
６(

２
２
２)

８
５
７
５

Ｈ
Ｐ

　お
か
や
ま
畜
産
ひ
ろ
ば

 h
ttp

：//o
k
ay
am
a.lin
.g
r.jp
/
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試 験 日　　９月18日（日）

試験会場　　新庄村役場

受付期間　　８月３日（水）～24日（水）

試験案内、申込書の配布場所　

　　　　　　新庄村役場総務企画課

　　　　　　新庄村のホームページからダウンロードできます

平成29年４月採用：新庄村職員採用試験

昭和61年４月２日以降（平成29年４月１日における満年齢が
30歳までの人）に生まれた人
平成29年３月末までに高等学校を卒業見込の人

試験職種 採用予定人員 受験資格

一般事務(初級) ２名程度

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
主
催
の
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
中
で
す
。
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
の
情
景
を

テ
ー
マ
に
、
同
連
合
に
加
盟
し
て

い
る
60
地
域
で
撮
影
さ
れ
た
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　撮
影
機
材
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

日
本
全
国
の
美
し
い
町
・
村
・
地

域
の
情
景
写
真
を
是
非
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

○
主

　
　催

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

「
若
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

　ー
」
を
開
催
し
ま
す
！

自
衛
隊
の
原
動
力
！

　陸･

海･

空
自
衛
官
募
集

防
衛
省

　お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
職
を
め
ざ
す
若
者

の
た
め
に
、
若
者
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
受
講
内
容

①
企
業
が
求
め
る
人
物
像
の
理
解

②
効
果
的
な
自
己
Ｐ
Ｒ
法
の
習
得

③
模
擬
面
接
の
実
施

④
社
会
人
マ
ナ
ー
講
座

　な
ど

◇
受
講
資
格

　就
職
を
目
指
す
概
ね
40
歳
ま
で

の
方

※

雇
用
保
険
受
給
者
は
、
就
職
活

動
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

◇
セ
ミ
ナ
ー
会
場
・
開
催
日

・
津
山
会
場(

津
山
市
立
図
書
館)

７
月
28
日（
木
）、
９
月
12
日(

月)

(

岡
山
、
倉
敷
会
場
も
あ
り
ま
す)

◇
申
込
方
法

　電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｈ
Ｐ

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー

電

　話
　０
８
６(

２
３
６)

１
６
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

　０
８
６(

２
３
６)

１
６
３
０

http://w
w
w
.y
-w
orkokay

am
a.jp/

○
募
集
種
目

　自
衛
官
候
補
生

○
受
験
資
格

　日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

　月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上

　27
歳
未
満

○
受
付
期
間

　７
月
１
日
〜
９
月
８
日
必
着

○
試
験
日

　男
子

　９
月
中
旬
以
降
に
実
施

　女
子

　９
月
23
日
〜
27
日

○
試
験
場

　受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
時
期

　平
成
29
年
３
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　〜
４
月
上
旬

応
募
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　津
山
出
張
所

(

℡
０
８
６
８‐

２
２‐

５
６
３
７)

ま
で

　し
い
村
」
連
合

○
応
募
締
切

　平
成
28
年
８
月
22
日
（
月
）

　午
前
10
時
ま
で

○
応
募
方
法

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募

○
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

http://bit.ly/m
uratcc_contest1606

日
時

　８
月
23
日
（
火
）

　
　
　午
後
６
時
30
分
か
ら

場
所

　ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　大
ホ
ー
ル

　反
射
た
す
き
の
有
効
性
の
確
認

や
、
近
年
の
交
通
事
故
の
現
状
・

注
意
す
る
点
に
つ
い
て
真
庭
警
察

署
か
ら
講
話
を
い
た
だ
く
予
定
で

す
。　多

く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
安
心
安
全
な
村
を
み
ん
な

で
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　（
総
務
企
画
課

　法
花
）

平
成
28
年
度
交
通
法
令

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
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【後期高齢者医療】75歳以上の方が対象です

被保険者証の更新について

現在お持ちの被保険者証の有効期限は平成２８年７月３１日です。８月１日からは新しい保険証をご使用下さい。

【一部負担金の割合】

現　役　並　み　所　得　者　･･･　３割

一般・低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ　･･･　１割

※新しい被保険者証はクリーム色です。

【所得区分】

【問合せ先】

　新庄村役場住民福祉課　　　　　　電話（０８６７）５６－２６４６　村内無料３－２６１２

　岡山県後期高齢者医療広域連合　　電話（０８６）２４５－００９０　

住民税の課税所得（各種控除後）が１４５万円以上の被保険者及び同世帯の被保険者。

ただし、次の要件に該当する場合には、申請により１割負担となります。

・世帯内の被保険者が１人であり、収入額が３８３万円未満

・世帯内の被保険者が２人以上であり、収入額の合計が５２０万円未満

・世帯内の被保険者が１人で、世帯内の７０歳以上７５歳未満の人も含めた収入額の合計

　が５２０万円未満

※昭和２０年１月２日以降生まれの被保険者及びその属する世帯の被保険者については、

　旧ただし書き所得（総所得から基礎控除３３万円を差し引いた額）の合計が２１０万円

　以下の場合、１割負担となります。

・世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額

　を８０万円として計算）を差し引いたときに０円となる人

・世帯の全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人

※

現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人

世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）

現 役 並 み

所 得 者

一 般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

○被保険者証の更新

　後期高齢者医療被保険者証（被保険者証）は毎年８月で

更新されますので、７月下旬に新しい被保険者証を送付い

たします。８月以降に医療機関などで受診される際には、

必ず新しい被保険者証を窓口に提示してください。

○一部負担金の割合の見直し

　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、所得

区分に応じて決まります。所得区分は前年の所得により毎

年判定されるため、新しい被保険者証では、割合が変更さ

れている場合があります。
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社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

　夏
本
番
、
熱
中
症
・
脱
水
症
な

ど
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
で
す
。

炎
天
下
で
の
活
動
を
避
け
、
外
出

時
に
は
日
よ
け
対
策
と
水
分
の
携

行
を
お
忘
れ
な
く
。

【
社
協
人
事
異
動
】

退

　職

　小
谷
昭
江

　
　
　
　
　
　（
６
月
30
日
付
）

新
採
用

　
　
　池
田
さ
ゆ
り

　
　
　
　
　
　（
７
月
１
日
付
）

　７
月
か
ら
、
新
庄
村
社
会
福
祉

協
議
会
で
調
理
員
と
し
て
お
世
話

に
な
る
事
に
な
り
ま
し
た
、
池
田

さ
ゆ
り
で
す
。
調
理
の
お
仕
事
は

全
く
初
め
て
の
経
験
で
す
が
、
教

え
て
頂
き
な
が
ら
色
々
と
勉
強
し

て
、
美
味
し
く
召
し
上
が
っ
て
頂

け
る
食
事
づ
く
り
を
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　６
月
の
活
動
状
況

21
日

　第
１
回
奉
仕
作
業(

75
名)

28
日

　花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

(

花
壇
草
取
り
／
女
性
部
８
名)

奉
仕
作
業

　今
年
度
第
１
回
目
の
ふ
れ
あ
い

公
園
で
の
奉
仕
作
業
を
、
６
月
21

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
雨
続
き
で

延
期
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
当
日

は
ち
ょ
う
ど
良
い
季
候
で
し
た
。

　こ
の
奉
仕
作
業
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
が
一
堂
に
会
す
る
一
番
大

き
な
行
事
で
す
。
普
段
な
か
な
か

会
う
機
会
の
な
い
方
と
、
「
久
し

ぶ
り
じ
ゃ
な
ぁ
元
気
ぃ
し
ょ
う
っ

た
ん
？
」
か
ら
始
ま
り
、
募
る
話

に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
手
際
よ

く
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　８
月
の
活
動
予
定

23
日

　村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　
　
　ル
フ
大
会

30
日

　花
い
っ
ぱ
い
運
動
・

　
　
　ふ
れ
あ
い
農
園
作
業

　
　
　
　（
草
取
り
／
女
性
部
）

お
礼　ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
社
協

が
役
場
か
ら
施
設
の
指
定
管
理
を

受
け
て
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　毎
年
実
施
さ
れ
る
老
連
主
催
の

奉
仕
作
業
に
は
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　
　
　セ
ン
タ
ー
総
会
開
催

　６
月
24
日
、
平
成
28
年
度
総
会

を
開
催
し
、
平
成
27
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
及
び
平
成
28
年
度
事

業
計
画
案
・
予
算
案
を
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　会
員
は
年
間
を
通
じ
て
、
い
つ

で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
今
ま
で
培
っ
た
技
術
を
活

か
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　皆
様
の
会
員
加
入
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
活
動

　梅
雨
入
り
と
な
り
、
蒸
し
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
は
梅
雨
に
負
け
ず
に
梅

の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
日

に
は
幸
運
に
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

利
用
者
の
方
と
と
も
に
梅
取
り
に

励
み
ま
し
た
。

　ス
タ
ッ
フ
が
枝
を
近
寄
せ
、
利

用
者
の
方
が
梅
の
収
穫
を
行
い
ま

す
。
ま
た
木
の
下
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
敷
き
、
落
下
し
た
実
を
集
め

る
利
用
者
の
方
も
い
ま
し
た
。

　梅
の
枝
は
高
く
、
背
筋
を
伸
ば

す
こ
と
や
、
高
い
と
こ
ろ
に
手
を

伸
ば
す
動
作
が
必
要
と
な
り
、
肩

や
腰
の
運
動
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　蒸
し
暑
か
っ
た
た
め
「
も
や
る

な
ぁ
。
」
と
新
庄
弁
も
飛
び
交
う

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　村
内
無
料
電
話

　
　
　
　
　
　３―

３
１
０
６

中
で
取
り
組
ん
だ
作
業
で
、
12
キ

ロ
の
梅
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。

　そ
の
梅
を
炊
飯
器
で
加
熱
し
て

作
っ
た
梅
シ
ロ
ッ
プ
を
、
手
伝
っ

て
頂
い
た
利
用
者
の
方
に
ふ
る
ま

い
ま
し
た
。
「
さ
っ
ぱ
り
し
て
お

い
し
い
」
「
背
伸
び
し
な
が
ら
取

っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
喜
ば
れ

ま
し
た
。

　季
節
感
の
あ
る
活
動
に
適
し
た

新
庄
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
こ
れ

か
ら
も
季
節
に
合
わ
せ
た
行
事
、

活
動
を
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
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　6月8日（水）から10日（金）に、3年生は沖縄に修学旅行に
行ってきました。
　初日は本島南部で沖縄戦の戦跡を巡る平和学習。ひめゆりの
塔、平和祈念公園、糸数壕を回り、今も残る戦争の傷跡を見学
し、当時の話を聞くことで不戦の誓いを新たにしました。
　2日目は本島中北部での体験･見学。まずはマリン体験で沖縄
のきれいな海を満喫しました。その後、美ら海水族館へ。ジンベイザメやマンタの大きさに驚きま
した。夜はエイサーの体験。パーランクーをたたき、掛け声をかけながら踊りました。
　3日目の午前は、ゆいレールも使い、世界遺産の首里城の見学、国際通りでのショッピングを楽し
みました。
　午後は新たな取り組みをしました。まず、石垣島と宮古島のほぼ中間にある多良間島の多良間中
学校とのインターネットを通じての交流。似たような規模の村であること、島内に高校がないため
高校生になると島を出なければならないこと、合同の運動会をしていること、島内の行事により観
光客が集まることなど、新庄との共通点がありました。それぞれの地域が抱える課題や地域の将来
なども話し合いました。その後、『10年後のために“今”できること』というキャリア教育の講演
を聴きました。「社会が求める人材とは？」「そのために必要なことは？」「入社試験で何を見
る？」など、日頃の生活を見直し、改善していく必要を感じるような内容でした。
 この修学旅行での新たな取り組みは、現在取り組んでいる『ふるさと新庄学』の中でも活用してい
く予定です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　穐山）

アナウンサー出張朗読会 ～声のプロが
　　やってきた～

沖縄から新庄を考える
～3年生 修学旅行～

　７月１日（金）、小学校音楽室に全校児童が集
まり、朗読会が行われました。これはＯＨＫアナ
ウンサーが小学校などを訪問し、朗読を行う取り
組みで、既に県内の小学校50校以上で行われてお
り、本校では初めてです。
　テレビなどで日常的に耳にするアナウンサーの
方の声ですが、実際に目の前で朗読する声を聞く

と、その迫力と演技力に圧倒されます。
　ＢＧＭや紙芝居に合わせて、一人で何役も声を
使い分け、登場人物になりきっての童話の朗読に、
児童はすっかり聴き入ってしまいました。また、
腹式呼吸による発声の仕方なども教えていただき
ました。
　このようなゲストティーチャーを迎えての活動は、
・児童の関心や意欲の喚起
・教員にはない専門的な知識や技能の学習
・様々な職種を知ることで、キャリア教育につながる
など多くの教育的効果があります。
　新庄小学校では、地域の皆様にも様々な場面で
ゲストティーチャーとしてのお力添えをいただい
ております。今後ともよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　（新庄小学校　畦崎）

小学校
だより

小学校
だより

小学校
だより

中学校だ
より

中学校だ
より

中学校だ
より

　６月 1 2日 (日)
に蒜山高原スポー

ツ公園にて開催された夏季真庭サッカー大会にジュニアスポー
ツクラブ員17名が、低学年と高学年の両部門に参加しました。
　低学年クラブ員は２試合に出場し、接戦もありましたが、勝
ち上がることは出来ませんでした。しかし、昨年からの練習の
成果もあり、ボールを追いかけるだけでなく、コート全体を
使ったプレーが出来るようになりました。
　高学年は３試合に出場し、久世チームには敗戦しましたが、美川チームには２対２の同点、交流
試合の米来チームには６対１で勝利しました。
　新学年となって初めての試合でしたが、ナイター練習や練習試合の成果を感じることができました。
　雨の中の試合となりましたが、保護者の皆さまには応援や昼食の準備、片づけなど大変お世話に
なりました。
　指導者の皆さまには、大会運営や審判に加え、熱心なご指導をありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育委員会　平中）

第47回夏季真庭サッカー大会


